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1999 年より開催されてきたトウキョウサンショウウオ・シンポジウムは、毎年全国より多数の研究

者・保全活動家・ファンが集まって情報交換できる貴重な場として回を重ね、今年で 7 回目をむかえま

した。今回は、栃木県で行われたトウキョウサンショウウオの生息状況調査の結果、埼玉県立松山高校

生物部による３面コンクリート水路でのトウキョウサンショウウオの繁殖に関する事例の紹介、分子遺

伝学的な手法によるアカハライモリの地域集団間の関係の解析などの話題を紹介していただきます。ま

た、八王子市川口丘陵でのビオトープ造りなど活発な活動を行っているグループによる、八王子市のヒ

ダサンショウウオの生息状況や、三浦半島から外来動物被害の実態の報告も予定されています。 

 雑木林と谷戸田をおもな生息地とするトウキョウサンショウウオは、里山の水と緑を象徴する生き物

です。彼らとの共存をともに考えるために、ひとりでも多くの方の参加を期待しています。 

 

主催／トウキョウサンショウウオ研究会 

事務局（川上洋一）：東京都あきる野市平沢 473-6 Tel＆FAX 042-550-0265 

問い合わせ先：草野（都立大・理・生物） Tel 0426-77-1111（内線 3761） 

http://www.comp.metro-u.ac.jp/~tamo/salamander/index.html  

 
 

 

 
13:30 開場 

13:50 開会 (司会：塩谷暢生) 

14:00 報告 青柳育夫・林 光武（栃木両生爬虫類の会） 

「栃木県におけるトウキョウサンショウウオの生息状況について」 

14:40 報告 金田正人（三浦半島自然誌研究会） 

「外来生物：アライグマによるトウキョウサンショウウオの被害」 

15:00 講演 永沢 涼・松本 晃・服部嵩寛・鎌田洋祐（埼玉県立松山高等学校 

生物部） 

    「トウキョウサンショウウオは三面コンクリート水路で繁殖できるか？」 

15:30 休憩 

15:45 講演 林 光武（栃木県立博物館） 

「酵素タンパク質から見たアカハライモリの遺伝的地域集団」 

16:25 報告 南波興之（川口の自然を守る会） 

「ヒダサンショウウオの八王子市における生息調査報告」 

17:00 連絡・後片付けなど 

閉会（閉会後に懇親会を予定しております。） 

 



第 7 回トウキョウサンショウウオ・シンポジウム資料 

栃木県におけるトウキョウサンショウウオの生息状況について 
                                  青柳育夫・林光武（栃木両生爬虫類の会） 

はじめに 

 トウキョウサンショウウオは、現在、多くの生息地や産卵地が消滅しつつあり、その個体数の減少が

危惧されている。そのため、環境省のレッドデータブックを始め、各県版のレッドデータブックでも本

種が選定されるなど、早急な保護対策が必要とされている。栃木県では、平成 5 年度（1993 年）か

ら平成 12 年度（2000 年）にかけて実施した県内全域の両生爬虫類相に関する「栃木県自然環境基礎

調査」により、本種の全県的な分布の概要がほぼ明らかになり、平成 16 年度(2004 年)に発行される

栃木県版レッドデータブックでは、アカハライモリ、ツチガエル、ニホンアカガエルとともにＢランク

（絶滅危惧Ⅱ類）に選定されている。一方、東京都で得られているような単年度におけるトウキョウサ

ンショウウオの総卵嚢数については、2000 年春に県内の主な産卵地 103 地点で調査を実施し 2276

卵嚢を確認している。しかし、その調査では既知の産卵地を網羅することができなかったうえ、その後、

新たな産卵地も多数確認されたことから、本種の保全のための基礎データ及び栃木県版レッドデータブ

ック作成の資料とするため、2003 年春に県内全域のトウキョウサンショウウオの生息状況調査を実施

した。 

 

調査方法 

 2003 年の産卵期の前の時点で過去に産卵が確認されている場所は 112 地点、産卵地付近の住民か

らの聞き込み情報は得られているが確実な記録がない場所は 29 地点あったが、そのうちのそれぞれ

110 地点及び 21 地点について、卵嚢の確認調査を実施した。また、調査の過程で新たに産卵を確認

した 10 地点を加えた合計 141 地点について、各地点の産卵卵嚢数、標高及び周囲の環境等を記録し

た。調査は、2003 年の 3 月 16 日から 5 月 18 日にかけての 18 日間で実施した。 

 

結果及び考察 

 調査により、141 地点のうち 84 地点で合計 3305 卵嚢

を確認したが、57 地点では産卵を確認することができなか

った。産卵を確認した 84 地点の環境について見てみると、

43 地点(51%)は林の中にある水溜まりや湿地であった。次

いで放棄水田が 23 地点(27%)と多く、中には放棄後かなり

の年数が経過し、荒れ地化している場所も少なくなかった。

3 番目の住宅地は 12 地点(14%)で、住宅の敷地内にある水

路や池、水溜まりなどが産卵場所として利用されていた。耕

作水田は、6 地点(7%)と最も少なかった。標高は、30ｍか

ら 160ｍの範囲に分布しており、その平均は約 83ｍであっ

た。各産卵地ごとの卵嚢数については、最大は 271 卵嚢で

あり、200 卵嚢以上を確認した産卵地は 4 地点あった。一

方、20 卵嚢未満の産卵地は 39 地点あり、その中で 1 卵嚢

または 2 卵嚢しか確認できなかった産卵地は 9 地点あった。

平均値は約 39 卵嚢であったが、40 卵嚢未満の産卵地は 67

地点あり、全体の約 8 割を占めていた。  

 一方、今回調査した既知の産卵地 131 地点（新たに確認

された 10 地点を除いたもの）のうち、産卵を確認できなか

った場所(57 地点)の割合は、44%に達した。そのうち 25

地点では、開発により産卵地自体やその周囲の生息地が消失

しており、8 地点では、水源の枯渇等により乾燥化していた。

残り 24 地点では、大きな環境変化は認められなかったもの

の、中には魚類やアメリカザリガニが繁殖している場所もあ

り、それらが悪影響を及ぼしている可能性がある。 



第 7 回トウキョウサンショウウオ・シンポジウム資料 

外来生物アライグマによるトウキョウサンショウウオの被害 
金田正人（三浦半島自然誌研究会） 

KANEDA Masato (The Group for study of Miura-peninsula Natural History) 

 

トウキョウサンショウウオ（Hynobius tokyoensis）は，神奈川県下では三浦半島（北緯 35 度

16 分-12 分,東経 139 度 34 分-42 分）に分布している．金田,大野（1999）で，1997 年の一斉

調査より，その生息地域は 1４地域，生息個体数は 1000 個体程度と指摘した．1998 年以降も、開

発などによる生息環境の消失や、耕作放棄による生息環境の悪化（乾燥地化）、またペット業者と思わ

れるものによる乱採集など、トウキョウサンショウウオの生息をとりまく状況は厳しい。 

 

例年，数百卵嚢の産卵が確認されていた野比地区での 2003 年の産卵確認数は 8 卵嚢で，’04 年は

４卵嚢だった．水辺周囲に足跡が観察され、哺乳類によると考えられる被食痕が見つかったことから，

外来生物アライグマがトウキョウサンショウウオを捕食した可能性が高いと考えた． 

 

アライグマは北米原産でペット等として持ち込まれ，遺棄されたり逸出し野生化して各地で問題とな

っている．水辺周辺を生息地として選好する哺乳類として知られている（池田,2002）．性成熟個体の

被食痕，エッグサックが破られ卵が潰れたり流下している，性成熟雄個体の捕食によると考えられる未

受精卵が観察され，アライグマによる影響と考えられた．産卵池および周辺に自動撮影装置（有アーパ

ス製 FieldNoteⅡ）を設置し捕食者の観察を試みた（2003.12.19～継続中）．上山口地区に設置した

一機(’03.12.19～‘04.1.9，’04.1.12～1.16，’04.1.17～4.21：116 日 37 分．以降継続中，

未解析)で 72 例８種の動物が撮影され，56 例 77.8％はアライグマだった．4 月 11 日に当地で観察

された 4 卵嚢は，同 17 日には２卵嚢のエッグサックが破られ，１卵嚢は未受精卵であった．アライグ

マは，既に全国 40 都道府県から野生化が認められており（池田），今後，各地の両生類の生息状況に

悪影響を及ぼす恐れがあり，注目を要すると考えられる． 



第 7 回トウキョウサンショウウオ・シンポジウム資料 

トウキョウサンショウウオは三面コンクリート水路で繁殖できるか？ 
埼玉県立松山高等学校生物部 

 

１ 目的 

昨年のトウキョウサンショウウオの野外調査で、小川町 K 地区で卵嚢 1277 個が産卵

されている場所を発見したが、この場所は三面コンクリート水路であった。コンクリー

ト水路では垂直の壁を這い上がることができないので、サンショウウウオは繁殖できな

いという常識があるが、これに疑問を抱いた。そこで、“トウキョウサンショウウオはコ

ンクリート水路を這い上がることができる”という仮説 1 を検証することにした。また、

人工的に造られたコンクリート水路では生物の多様性に欠け餌不足がおこり、サンショ

ウウオは頻繁に共食いをしているのではないかと考えた。したがって、餌不足を補うた

め“コンクリート水路では、共食い率が大きくなる” という仮説 2 を設定し検証した。

共食いをしている個体（共食い型）は、しない個体（正常型）と異なり顎が大きくなる。

顎幅/全長と共食い型の全長/全個体の平均全長を指標にして共食い型と正常型の判定基

準を新たにつくり検証した。さらに、この水路の近辺で素堀りの土の側溝を含む 3 ヶ所

のサンショウウオの産卵場所をみつけているので、コンクリート水路と自然の状態に近

い土の側溝の環境を比較することにした。そして、“自然の状態に近い土の側溝がサンシ

ョウウオの繁殖には適している” という仮説 3 を検証した。 

この 3 つの仮説を検証することにより、“トウキョウサンショウウオは三面コンクリ

ート水路で繁殖できるか？”を明らかにし、トウキョウサンショウウオの保護対策を考

える上での基礎資料となる研究をしていくことにした。 

 

2 方法 

調査地点として、小川町 K 地区の 4 ヶ所 A～D（図 1,2,3,4）を選んだが、この内２ヶ

所（A と B）が三面コンクリート水路であり、残り 2 ヶ所は、土の水路である。なお、D

地点の上流では干からびたサンショウウオの卵嚢を発見している（図 5）ので上流は調査

対象からはずした。コンクリート水路の垂直の壁をサンショウウオが這い上がれるか室内

と野外で実験して調べた。また、室内実験でトウキョウサンショウウオの正常型と共食い

型の判定基準をつくり、野外調査の２つの型の判定に用いた。さらに､コンクリート水路と

土の水路の生息環境を比較し、どちらの水路がサンショウウオの繁殖には適しているか調

べた｡ちなみに、A 地点の上流側は調査の途中で泥さらいが行われたためサンショウウオが

激減してしまった（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 A 地点         図 2 B 地点        図 3 C 地点 

 （クレソンが繁茂）    （腐植質が多い）      （水深が浅い） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

     図 4 D 地点     図 5 干からびた卵嚢   図 6 A 地点泥さらい後 

（新しく掘ったばかりで深い）  （D 地点の上流）   （幼生がいなくなった） 

 

3 結果と考察 

① トウキョウサンショウウオはコンクリート水路の柱の角を使って登ることが明らかに

なった（図 7,8,9）。さらに、死骸の調査から水路の這い上がりの成功率は約 98.7%で

あると推定できた。以上のことから、仮説 1“トウキョウサンショウウオはコンクリー

ト水路を這い上がることができる”は肯定されたが、この結果は初めての報告であると

思われる。また、サンショウウオは、コンクリートより木の壁のほうが張り付いている

時間が長いことがわかったので、角のない U 字溝であっても角材で形に合わせた木枠を

つくり固定すれば、サンショウウオは脱出できる可能性があるかも知れない。 

 

   
図 7 室内実験での成体  図 8 三面コンクリート水路 図 9 野外実験での幼体 

 

②  室内実験から、トウキョウサンショウウオにもエゾサンショウウオと同様に正常型と

共食い型があることを明らかにし（図 10）、顎幅/全長と全長/全個体の平均全長から

共食い型を判定する方法を独自に開発した（図 11）。この判定方法で野外調査をした

結果、個体群密度が高いコンクリート水路の B 地点では、共食い率が 1.58％となり土

の水路である C、D の 0、0.03％より大きいことがわかった（図 12）｡したがって、

密度が高いコンクリート水路の B 地点の結果から、仮説２“コンクリート水路では、

共食い率が大きくなる”は肯定される。なお、A 地点はコンクリート水路であるが、3

週目に泥さらいの影響があったので仮説 2 の対象に入れなかった（図 13）。また、室

内実験の実験区分は 403 個体/m2 で共食い率が 0.73%、一方、野外 B 地点では 138

個体/m2 で共食い率は 1.58％であった（図 14）。 

 

 

 

 

 

 

           図 10  上：正常型・下：共食い型 



図12　野外での密度と共食い率との関係
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図11　野外の幼生の顎幅と顎幅/全長の関係
（共食い型の基準）
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図13　個体群密度の経時的変化
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図14　室内実験での密度と
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③ 幼生の生息環境はその生存率に影響するが、生存率の低い順から、C、A、D、B 地点と

なった。最も高い生存率は、コンクリート水路の B 地点の約 4.2％であった｡コンクリー

ト水路でも人の手が加わらない状態が続いた B 地点では、泥が堆積し植物が水路内に侵入

し、腐植質も堆積した状態となっていた。こうなるとアカムシなどの動物も移動してくる

ので､生態的にも豊かな環境となり餌が多くなった（図 15）。また、B 地点では捕食者も

少ないので、生存率が高くなった（図 16）。 

B 地点はコンクリートなので、水の染み込みも少なく水深も安定状態が続く。しかし、

D 地点の上流のように人の手が入らず浅くなった水路では、晴天の日が続くと干上がって

しまう（図 5）。また、A 地点のように過剰に人の手が加わるとサンショウウオは激減して

しまう。それに対し、B 地点は人の撹乱がなく、水深も安定している。したがって、私達

が調査した小川町 K 地区 B 地点では、仮説 3“自然の状態に近い土の側溝がサンショウウ

オの繁殖には適している”が棄却され、人工のコンクリート水路のほうが繁殖に適してい

ることが判明した。 

 
 



図14　調査地点の捕食者密度と生存率
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図13　調査地点の餌の比と生存率

 
 
④  私達が今回調査をした結果を表 1 にまとめた。その結果から、水深が安定し生態的

にも多様な環境となった B 地点では、三面コンクリート水路でもトウキョウサンショ

ウウオの繁殖が可能であるといえる。 

 

表 1 トウキョウサンショウウオの生息環境と繁殖 
 A 地点 B 地点 C 地点 D 地点 

構造 コンクリート コンクリート 土の側溝 土の側溝 

平均水深(cm) 4.3 2.5 1.8 5.7 

主な捕食者 ヤゴ ザリガニ ヤゴ ヤゴ 

全捕食者の密度 

(個体数/㎡) 
2.7 1.6 3.2 4.8 

主な餌 アカムシ アカムシ イトミミズ アカムシ 

餌の個体数 
(個体数/泥 13ｋｇ) 

35 510 29 53 

1 個体の餌の比 1.0 65 15.1 3.9 

卵嚢数 
上流 718 下流 559 

計 1277 
299 13 98 

初期個体群密度 

(個体数/㎡) 

上流 1642 

下流 616 
138 33.9 240 

共食い率(％) 0.21    1.58 0 0.03 

幼 生 生 存 率 

(％) 

0.22 4.2 0 0.24 

 

私達が調査をした小川町 K 地区 A 地点（面積 36 ㎡）のトウキョウサンショウウオの

卵嚢数（1277 個）は、一ヶ所で見つかった卵嚢の最高記録であることがわかり、今後

もその保護に役立つ研究をして行きたい。 
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酵素タンパク質から見たアカハライモリの遺伝的地域集団 
林 光武（栃木県立博物館） 

 

 アカハライモリは日本固有種で、本州、四国、九州とその周辺の島々に分布しています。

アカハライモリは、体のプロポーションや腹の模様に地域差があり、このような違いに基

づいて、Sawada(1963)はアカハライモリを６つの“地方種族”（東北種族、関東種族、

中間種族、渥美種族、篠山種族、広島種族）に分けました。さらに、異なる地方種族同士

では、求愛行動の違いによって交雑できない例があることを報告しました。 

 このように顕著な形態学的な地理的変異があり、行動学的な生殖前隔離機構さえ生じて

いる可能性があるアカハライモリが、遺伝的にはどのような分化を起こしているのかを明

らかにするために、大学院在学中、本州、四国、九州、佐渡、淡路、隠岐、福江、天草上

島・下島の計 129 地点から採集したアカハライモリの酵素タンパク質の変異を、水平式

デンプンゲル電気泳動法を用いて解析しました。 

その結果、調べた 12 酵素の 16 遺伝子座のうち、14 遺伝子座には多型があり、8 遺

伝子座（Acp-A, sAat-A, Est-1, Gpi-A, mMe-A, Pgm-A, Pgdh-A, sSod-A）の対立

遺伝子頻度に顕著な地理的変異が認められました。このような対立遺伝子頻度に基づき、

アカハライモリには次の４つの遺伝的集団が識別されました。 

 

１． 東北集団：東北地方、佐渡を含む新潟県、長野県北部に分布。 

２． 関東集団：主に関東地方に分布。 

３． 西日本集団：隠岐、中国地方西部、四国、福江島や天草を含む九州の大部分に分布。 

４． 南九州集団：九州南東部の限られた地域に分布。 

 

また、中部地方から近畿地方を経て中国地方東部にわたる地域に分布するものは、東北・

関東集団と西日本集団の中間的特徴を示しますが、その地理的変異の様相は複雑で、西へ

行くほど西日本集団に近いというような単純な傾向を示すわけではないことも明らかにな

りました。 

これらの遺伝的集団を、形態に基づいて分け

られた Sawada(1963)の地方種族と比較す

ると、東北・関東集団は、それぞれ東北・関東

種族とほぼ一致します。一方、広島種族の中に

は、西日本集団と南九州集団の２つの異なる遺

伝的集団が含まれていました。さらに、形態的

に独自の特徴を持つ篠山種族は、遺伝的にはま

とまった集団として識別されず、中間種族と共

に、東北・関東集団と西日本集団の中間的な遺

伝的特徴を示しました。なお、渥美種族は、私

が調査をした 1980 年代末から 1990 年にか

けての時点では採集することはできず、すでに

絶滅した可能性が高いものと思われます。 
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ヒダサンショウウオの八王子市における生息分布調査報告 
南波興之（川口の自然を守る会） 

 

ヒダサンショウウオは繁殖・産卵を沢の渓流部で行う流水性のサンショウウオである。

幼生は通年沢で確認できるが成体は繁殖期と越冬のため沢に下りるとき以外は樹林帯の谷

や斜面で生活しているため直接観察が難しくその生態は謎に包まれている部分が多い。日

本では関東、中部、北陸、近畿、中国地方に広く分布するが八王子はヒダサンショウウオ

の東の分布の限界にあたり、かつ大都市近郊でヒダサンショウオが見られる綺麗な沢があ

るのは大変貴重なことである。生息地はほとんど人が踏み入らない場所で八王子における

ヒダサンショウウオの生息調査は金井によって行われた調査以外まとまった生息情報は少

ない。そこで『川口の自然を守る会』では八王子におけるヒダサンショウウオの生息調査

を行い、金井による報告からの分布の変化を調べた。 

金井（1978）の報告によると八王子市では高尾町（案内川）、裏高尾町（小仏川）、上

恩方町（案下川・醍醐川）、小津町（小津川）、美山町（山入川）、上川町（坂沢川）で生息

が確認され、その後、草野ら（2001）により案下川、小津川、坂沢川のヒダンショウウ

オの生息報告がある。また、トウキョウサンショウウオ研究会の塩谷・山崎の報告（2002）

によると案内川、小仏川の調査ではヒダサンショウウオの生息を確認することができなか

った。 

『川口の自然を守る会』では 2000 年 10 月よりヒダサンショウウオの調査をはじめ、

今までに上恩方町（醍醐川）、小津町（小津川）、美山町（山入川）、上川町（坂沢川）で調

査を行いそのうち小津川、山入川、坂沢川でヒダサンショウウオの生息を確認した。 

山入川に関しては金井の報告では３つの沢で生息を確認しているが、現在は３つの沢の

うち２つは砂利採集場となり沢が消滅している。そのほかの沢でも坂沢川を除いては砂防

堰堤、林道工事、廃棄物の不法投棄により生息環境が非常に悪化している。また、小津川

では金井の報告によると３つの沢で生息が確認されているが、そのうちの２つは場所の確

認ができなかった。 

 

今後の調査はヒダサンショウオの確認できなかった案内川、小仏川、醍醐川、まだ調査

が行われていない案下川の調査を行っていく予定である。 

全体像を明らかにするにはこれらの調査を待たなければならないだろう。 

写真左：ヒダサンショウウオ成体、写真右：2005 年 12 月の調査風景 
 


